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平
成
20
年（
2
0
0
8
）1
月
5
日
に
、
長
崎
市
民
待
望
の
市
立
図
書
館
が
開
館
以

来
、
10
周
年
を
迎
え
た
。

　

開
館
初
日
に
は
約
１
万
人
も
の
方
々
に
入
館
い
た
だ
き
、
開
館
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

市
長
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
諏
訪
小
学
校
の
児
童
に
よ
る「
龍
踊
」を
披
露
し
て
い

た
だ
い
た
。
当
時
、
私
も
喜
び
と
感
動
で
胸
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
こ
と
を
今
で
も
よ

く
覚
え
て
い
る
。

　

あ
れ
か
ら
10
年
。
現
在
の
市
立
図
書
館
も
毎
日
多
く
の
利
用
者
が
訪
れ
、
館
内
で

は
様
々
な
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
今
で
は

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
図
書

館
に
な
っ
た
。

　

建
設
当
時
か
ら
運
営
に
携

わ
っ
た
者
と
し
て
、
改
め
て
図

書
館
の
建
設
・
開
館
に
関
わ
っ

た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

当
時
は
全
国
の
県
庁
所
在
地

に
お
い
て
、
本
格
的
な
市
立
図

書
館
が
な
か
っ
た
の
は
長
崎
市

だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市

民
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
か

ら
す
ば
ら
し
い
市
立
図
書
館
を

建
設
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も

あ
り
、
私
自
身
も
全
国
の
図
書

館
を
自
分
の
目
で
見
学
し
、
各

地
の
図
書
館
の
優
れ
た
と
こ
ろ

を
長
崎
市
立
図
書
館
に
取
り
込
ん
で
き
た
。

　

そ
こ
で
、
市
立
図
書
館
の
特
徴
を
い
く
つ
か
述
べ
る
と
ま
ず
、
す
べ
て
の
蔵
書
に

Ｉ
Ｃ
タ
グ（
チ
ッ
プ
）を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
化
書
庫
・
自
動
貸
し
出
し
機
・

自
動
仕
分
け
機
等
の
新
し
い
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
先
端
の
図
書
館
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
建
物
に
つ
い
て
も
図
書
館
の
前
面
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、
自
然
光
を
取
り

入
れ
て
明
る
く
開
放
的
な
雰
囲
気
を
作
り
出
す
と
と
も
に
、
壁
面
緑
化（
緑
化
ル
ー

バ
ー
）や
屋
上
緑
化
を
積
極
的
に
取
り
込
む
な
ど
地
球
環
境
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、

緑
の
中
で
市
民
が
憩
え
る
よ
う
な
図
書
館
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
か
つ
て
こ
の
場
所
に
新
興
善
小
学
校
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
新

興
善
メ
モ
リ
ア
ル
」を
併
設
す
る
と
と
も
に
、
原
子
爆
弾
で
け
が
を
負
っ
た
多
く
の

人
々
が
治
療
を
受
け
た
救
護
所
を
再
現
し
た「
救
護
所
メ
モ
リ
ア
ル
」を
館
内
に
建
設

し
、
図
書
館
と
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
図
書
館
と
し
て
、
平
和
の
大
切
さ
を
市
民
や
利
用
者
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
今
日
で
は
、
こ
の
長
崎
市
立
図
書
館
の
誕
生
に
よ
り
、
同
市
立
図
書
館
を
中

心
に
市
内
の
公
民
館
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
56
館
の
図
書
室
等
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
ぶ
こ
と
で
、
全
国
に
有
数
の
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
市
立
図
書
館
で
借
り
た
本
は
本
館
で
も
自
宅
の
近
く
の
公
民

館
図
書
室
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
ど
こ
で
も
返
却
や
貸
し
出
し
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
市
民
に
と
っ
て
非
常
に
利
用
し
や
す
い
図
書
館
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
度
、
長
崎
市
立
図
書
館
の
入
館
者
数
が
平
成
30
年
5
月
13
日
で
1
千

万
人
を
達
成
し
た
。（
2
0
1
8
年
1
月
4
日
で
は
9
，6
9
1
，9
6
5
人
）平
均
し
て
、

毎
年
約
1
0
0
万
人
の
方
々
が
市
立
図
書
館
を
訪
れ
図
書
館
を
利
用
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
今
後
、
長
崎
市
立
図
書
館
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
望
み
た
い
と
思
う
。

　

1
点
目
は
、
図
書
館
の
心
臓
部
で
あ
る「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
」を
さ
ら
に
充

実
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
図
書
館
の
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、

貸
し
出
し
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
に
あ
る
と
思
う
が
、
様
々
な
図
書
館
利
用
者
の
相
談
や

要
望
に
応
え
て
い
く
に
は
、
図
書
館
の
商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
資
料
を
活
用
し
て
利

用
者
の
調
べ
も
の
の
手
伝
い
、
い
わ
ゆ
る「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
」に
今
後
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

2
点
目
は
、
現
在
も
市
立
図
書
館
の
2
階
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
コ
ー
ナ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
も
市
民
に
対
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
情
報
、
起
業
を
希
望
す

る
市
民
、
個
人
事
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
積
極
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
て
ほ
し
い
と
思
う
。
特
に
、
就
職
活
動
中
の
学
生
や
起
業
を
目
指
す

市
民
に
対
し
て
、就
職
に
役
立
つ
本
や
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
、ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

や
相
談
会
な
ど
、
今
後
も
積
極
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

3
点
目
は
、
現
在
の
市
立
図
書
館
に
は
約
70
万
点
の
蔵
書
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

地
域
資
料
が
占
め
る
蔵
書
数
は
約
2
万
点
で
あ
る
。
そ
の
点
、
県
立
図
書
館
と
比
較

す
る
と
、
市
立
図
書
館
の
地
域
資
料
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
県
立
図
書
館
が
大
村
市
に

移
転
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
長
崎
市
立

図
書
館
と
し
て
特
に
長
崎
市
に
関
す
る
資

料
、
長
崎
出
身
者
や
在
住
者
の
著
作
物
、
県

内
市
町
村
の
行
政
資
料
、
原
爆
関
連
資
料
な

ど
の
地
域
資
料
を
、
今
後
積
極
的
に
収
集
し

て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化

社
会
の
中
、
図
書
館
は
社
会
教
育
施
設
と
し

て
中
核
的
な
施
設
と
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
司
書
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

市
立
図
書
館
関
係
者
の
方
々
に
は
、
長
崎
市

民
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
長
崎
市
立
図
書

館
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
今
後
も
一
層
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
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平
成
三
十
年
六
月
十
日

長
崎
市
立
図
書
館
開
館
１０
周
年
を
迎
え
て　

一
、長
崎
の
六
月
と
言
え
ば
、
ま
ず
六
月
一
日
の
小
屋
入
り
に
始
ま
る
。
本
年
当
番
の
踊

町
の
人
々
は
早
朝
よ
り
町
内
に
ひ
び
き
わ
た
る
太
鼓
と
笛
の
シ
ャ
ギ
リ
の
音
に
目
を
さ

ま
し
、
黒
紋
付
袴
に
着
が
え
、
昔
は
町
内
に
用
意
さ
れ
た
奉
納
踊
稽
古
小
屋
に
集
い
、

そ
れ
か
ら
行
列
を
組
み
、
長
崎
の
氏
神
諏
訪
神
社
に
参
拝
。
そ
の
礼
拝
式
が
済
む
と
市

内
各
町
内
事
務
所
を
シ
ャ
ギ
リ
と
共
に
挨
拶
に
廻
り
、
午
後
四
時
頃
に
は
各
町
内
事
務

所
に
帰
り
着
か
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

一
、こ
の
各
踊
町
の
当
番
は
江
戸
時
代
よ
り
町
数
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
踊
町
は

七
年
に
一
度
、
七
町
程
度
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
順
番
が
廻
っ
て
く
る
と
、
そ
の
踊
町

の
人
々
は
五
月
頃
よ
り
何
か
生
き
生
き
と
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
、こ
の
他
、六
月
の
行
事
に
つ
い
て
は
、先
日
、織
田
毅
先
生（
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
長
）が

編
輯
さ
れ
た「
長
崎
歳
時
記
」に
よ
る
と
、六
月
の
行
事
と
し
て
次
の
事
項
が
記
し
て
あ
っ
た
。

　

第
一
に
八
坂
町
の
ギ
オ
ン
様
。諏
訪
神
社
の
鮎
ま
つ
り
。清
水
寺
の
千
日
ま
い
り
。二
十
四

日
は
愛
宕
神
社
の
⻆す
も
う力
奉
納
。
な
か
で
も
月
末
の
諏
訪
神
社
の「
夏な

越ご
し

さ
ま
」は
有
名
で

社
前
に
三
ツ
の
大
き
な
萱か
や

の
輪
が
作
ら
れ
、
之
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
帰
る
と
無
病
息
災
に

な
る
と
い
う
。

一
、六
月
十
七
日（
日
）午
後
一
時
半
よ
り
第
五
回
長
崎
県
下
九
條
の
会
・
学
習
交
流
会
が

長
崎
市
民
会
館（
ア
マ
ラ
ン
ス
）で
井
田
洋
子
先
生（
長
崎
大
学
教
授
）を
中
心
に「
私
た

ち
の
命
と
く
ら
し
︱
こ
の
先
ど
う
な
る
」を
主
題
に
意
見
交
換
。
つ
い
で
県
下
か
ら
の

報
告
会
が
あ
る
。
御
自
由
に
御
参
加
下
さ
い
と
の
事
。（
参
加
費
無
料
）

一
、先
月
末
日
曜
の
午
後
一
時
半
よ
り
宮
ノ
下
公
園（
大
井
手
町
）で
戦
後
は
じ
め
て
長
崎

こ
ま
廻
し
大
会（
松
原
一
成
氏
主
唱
）が
あ
り
ま
し
た
。
長
崎
コ
マ
の
売
店
も
あ
り
、
参

加
者
も
多
く
盛
会
で
し
た
。

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、長
崎
市
教
育
委
員
会
よ
り「
出
島
和
蘭
商
館
跡
」（
発
掘
調
査
報
告
書
）全
三
冊
。一
分
冊 

遺
構
出
土
遺
物
編
、
二
分
冊 

分
析
考
察
編
、
三
分
冊 

建
造
物
復
元
工
事
報
告
書
。
出
島

商
館
研
究
資
料
と
し
て
は
戦
後
発
掘
調
査
資
料
の
第
一
で
あ
り
貴
重
な
資
料
で
し
た
。

一
、長
崎
文
献
社
よ
り「
出
島
つ
な
が
る
架
け
橋
」「
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
史
・
愛
の
ま
ち
︱
西

岡
由
香
著
」両
書
と
も
に
楽
し
く
読
ま
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

一
、
時
津
文
化
協
会
よ
り「
と
ぎ
つ
文
化
37
号
」時
津
文
化

協
会
の
会
員
集
で
楽
し
め
る
文
集
。

一
、十
八
銀
行
長
崎
経
済
研
究
所
よ
り「
な
が
さ
き
経
済
№
342
」

県
内
企
業
、
賃
上
げ
ア
ン
ケ
ー
ト
、
お
魚さ
か
な
た
べ
ま
す
か
等
。

黒
岩
　
秀
文

「市立図書館開館初日（市立図書館提供）」

「緑の中にたたずむ市立図書館」


